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Abstract

A test diode for 20Mff class X一band klystron has been fabricated. High 

voltage test has been started using modified S-band klystron modulator 

at KEK. Cathode voltage has reached up to 240 kV , roughly 1дsec. pulse 

duration, at 2 pps operation without serious breakdown,

1 • は l；めに
高 エ ネ ル ギ ー 物 理 学 研 究 所 に お い て 、 加 速 器 将 来 計 画 の 一 つ と し て 重 心 系 エ ネ ル ギ ー  

5 О 0 G e V の 電 子 • 陽 電 子 衝 突 型 線 形 加 速 器 （J L C ) の R & D が 進 め ら れ て い る 。
J L Сで は 、 現 在 主 に 使 用 さ れ て い る 周 波 数 領 域 の S — バ ン ド よ り も さ ら に 高 い X — パ 
ン ド の 採 用 が 必 聲 と な り 、 そ の た め の 高 周 波 源 と し て 、 ピ ー ク 出 力 10 0 M W 以 上 の X 

一 バ ン ド • パ ル ス • ク ラ イ ス ト ロ ン の 開 発 が 要 求 さ れ て い る 。 そ の 開 発 の 第 一 段 階 と し  
て、 現 在、2 0 M W 級 の ク ラ イ ス ト ロ ン を 想 定 し た 試 験 電 子 銃（ХВ 5 0 — D 試験ダイ 
オ ー ド ） を 製 作 し 、 高 電 圧 試 験 を 行 な っ て い る の で 、 そ の 概 要 を 報 告 す る 。

2 . 開発目標
最 終 的 に は 、 パ ル ス 巾 1 从sec.、 繰 返 し 10 Oppsで R F ピ ー ク 出 力 10 0 M W 以上 

を 目 標 と す る が 、 そ の 中 間 段 階 と し て 、 ま た 当 面 の X — バ ン ド 加 速 管 試 験 用 R F 源とし 
て 2 0 M W 以 上 の グ ラ イ ス ト ロ ン の 開 発 を 目 標 と す る 。 そ の 設 計 パ ラ メ ー タ 一 を 表 1 に 
示 す 。

3 • X В - 5 0 D 試 験 ダ イ オ ー ド  
製 作 し た ダ イ オ ー ド は 上 記 2 0 M W 級 ク ラ イ ス ト ロ ンに対 応 し 、 そ の パ ラ メ 一  ターは、 

表 1 中 の 点 線 内 に 示 さ れ て い る 。 今 回 の ダ イ オ ー ド 試 験 で は 、 電 子 銃 の 耐 電 圧 試 験 、 力 
ソ ー ドのエ ミ ッ シ ョ ン 、 テ ス ト を 主 な 目 的 と し て い る た め 、 本 ダ イ オ ー ド は ド リ フ ト 管 、 

収 束 磁 石 を 省 い て 電 子 銃 に コ レ ク タ ー を 直 結 し た 構 造 と し た （図 1、 2 参 照 ）。 また、
本 ダ イ オ ー ド の 製 造 工 程 は ク ラ イ ス ト ロ ン の 標 準 的 な も の に 準 じ て い る 。 力ソードは直 
径 5 O m m で 、 イ リ ジ ウ ム • コ ー ト を 施 し た 含 浸 型 を 採 用 し た 。 冷 ソ ー ド 及 び 収 束 電 極  
は、 計 算 機 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に 本 り 、 ビ ー ム の 最 小 半 径 が 約 2. 2 m m となる形状とし 
た。 u 高 電 压 用 セ ラ ミ ッ ク は S L А С — 5 0 4 5 ク ラ イ ス ト ロ ン と 同 型 の も の を 使 用 し  
て い る 。 水 冷 式 の コ レ ク タ ー は 全 長 3 0 0 m m 、 内 径 6 0 m m で、 最 大 消 費 電 力 8 k W  

は 熱 的 に は 問 題 に な ら な い の で 、 形 状 の 最 適 化 は 必 要 な い と 判 断 し た 。 イ オ ン • ポンプ 
の 排 気 速 度 は 8 リ ッ ト ル/ 秒 で 、 ア ノ ー ド の 直 後 に 排 気 ポ ー ト が あ る 。 ダ イ オ ー ド 本 体  
か ら モ ニ タ ー す る の は 、 コ レ ク タ ー 温 度 の み で 、 コ レ ク タ 一 部 上 端 、 中 間 部 、 下 端 の 3 

箇 所 に 熱 電 対 が 埋 め 込 ま れ て い る 。
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4 . ダ イ オ ー ド • テ ス ト の 概 況
ヒ 一 夕 一 の 活 性 化 試 験 、 最 大 2 • 5 к V ま で の 直 流 に よ る 低 電 圧 で の エ ミ ッ シ ョ ン • 

テ ス ト は す で に 終 了 し て お り 、 そ の 結 果 を 図 3 に 示 す 。 パ ー ビ ア ン ス は 設 計 値 0. 5 7 

д Рに 対 し 、 実 測 値 約 0. 6 /г Рを 得 て い る 。 現 在 、 当 所 日 光 実 験 室 地 下 4 階 にお い て  
高 電 圧 試 験 を 行 な っ て い る 。 パ ル ス • ト ラ ン ス と タ ン ク は 5 0 4 5 ク ラ イ ス ト ロ ン 用 の  
も の を 使 用 し 、 ク ラ イ ス ト ロ ン • モ ジ ユ レ 一 夕 一 は 、 当 所 で 5 0 4 5 ク ラ イ ス ト ロ ン 用  
に 開 発 さ れ た も の を P F N を 3 段 に し て 使 用 し て い るо 2〉P F N 出 力 波 形 を 図 4 に示す。 
予 備 的 な 高 圧 印 加 を 行 な っ た 後 力 ソ ー ド • ヒ ー タ ー に 通 電 し 、 エ ミ ッ シ 9 ンを取りなが 
ら エ ー ジ ン グ を 開 始 し た 0 現 在 、 2  p p s の 繰 返 し で 管 内 で の 小 放 電 を 潰 し な が ら 、 異状 
な く 高 圧 エ ー ジ ン グ が 進 ん で お り 、 力 ソ ー ド 電 圧 2 4 0 k V 、 ビ ー ム 電 流 お よ そ 7 0 A  

ま で 正 常 な ダ イ オ ー ド 動 作 が 確 認 さ れ た 。 今 後 は 繰 返 し を こ れ ま で と 同 程 度 に 柙 え て 、
耐 電 圧 の 評 価 を 行 な う 予 定 で あ る 。

5 . おわりに
ダ イ オ ー ド 試 験 と 並 行 し て 、 収 束 電 磁 石 、 空 洞 領 域 の 設 計 、 X — バ ン ド • 大 電 力 用 の  

道 波 管 用 フ ラ ン ジ 、 高 周 波 窓 の 開 発 を 進 め て い る 。 本 年 度 末 の R F 取 り だ し を 目 標 と Ъ 

て い る 。

Operating Freqency 11 .424 GHz

RF Peak Power Output 20 MV (30 MW)

Efficiency 一- 4 0 %
Pulse Width 1 //sec

Repet it ion Rate 100 PPS

Веаш Power 50 MW (80 MW)

Beam Voltage 380 kV (450 kV)

Beam Current 130 A (170 A)

Gun Parameters

Perveance 0.57 ДР

Cathode Diameter 50 mm

Cathode Curvature Radius 60 mm

Maximum Surface Field (on Focusing Electrode)

310kV/cm (365kV/cm)

Drift Tube Diameter 8 шш

Beam Diameter へ" 6 шш

Focusing Magnetic Field Max. 5.6 kG on Axis

Number of Cavities 5

(表 1)
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( 図 1 ) X B  — 5  0  D 1 号機
排気直前を示す。

( 図 2 ) 同 機 完 成 後 （T i p - o f f 後 ） 
t50fflm船 シ 一 ル ド 付 。
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